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堀
孝
三
先
生
を
迎
え
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
開
催

　

大
阪
本
苑
８
月
月
次
祭
執
行

令
和
6
年
8
月
11
日
（
日
）
大
阪
本
苑
8
月
月
次

祭
は
、
36
度
を
超
え
る
猛
暑
日
の
中
、
午
前
10
時

か
ら
執
り
行
わ
れ
た
。
祭
典
は
、
伶
人
、
祭
員
入

殿
。
祓
式
行
事
、
斎
主
拝
礼
、
献
饌
と
進
み
、
斎

主 

足
立
正
文
次
長
が
「
月
次
祭
祝
詞
引
続
き
誕
生

祭
祝
詞
」
「
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞
」
を
奏
上

続
い
て
、
副
斎
主 

野
口
昌
則
祭
務
部
長
が
「
夏
期

行
事
無
事
終
了
感
謝
報
告
祭
祝
詞
」
を
奏
上
。
玉

串
捧
奠
は
、
斎
主
、
堀
孝
三
E
P
A
講
師
、
前
田

特
命
派
遣
宣
伝
使
、
宣
伝
使
代
表
、
本
苑
長
、
各

代
表
と
参
拝
者
代
表
、
８
月
誕
生
祭
参
拝
者
が
敬

虔
に
捧
げ
た
。
斎
主
先
達
、
神
言
奏
上
、
讃
美
歌

斉
唱
、
乙
姫
様
礼
拝
を
終
え
、
祭
員
、
伶
人
が
退

殿
。
谷
内
滋
治
参
事
が
「
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
」
を

拝
読
し
祭
典
は
終
了
。
伊
藤
香
新
本
苑
長
の
挨
拶

で
は
、
『
皆
様
方
に
は
お
暑
い
中
月
本
苑
月
次
祭

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

酷
暑
の
中
、
瑞
生
大
祭
に
ご
参
拝
、
バ
ザ
ー
、
た

こ
焼
き
の
ご
奉
仕
お
疲
れ
様
で
し
た
。
8
月
１
日

か
ら
新
体
制
に
な
り
皆
様
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て

今
ま
で
以
上
に
活
気
あ
る
本
苑
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
祭
祀
の
厳
修
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
拝
し

て
頂
け
る
本
苑
を
目
指
し
、
と
て
つ
も
な
い
ご
神

業
と
お
示
し
い
た
だ
い
た
綾
の
郷
整
備
事
業
の
推

進
に
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
み
ろ
く
の
よ
」
八
月
号
に
教
主
さ
ま
の
七

夕
の
短
冊
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
み
ろ
く
の

よ
を
一
文
字
ず
つ
丸
で
囲
ん
で
あ
る
も
の
と
、
も

う
一
枚
に
は
、
「
そ
し
じ
」
と
か
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
じ
は
、
宗
、
神
、
主
の
三
文
字
が
合
わ

さ
っ
た
文
字
で
す
が
、
調
べ
て
見
ま
す
と
当
用
漢

字
に
は
な
く
表
外
漢
字
ら
し
い
の
で
す
が
、
人
間

と
し
て
の
個
の
存
在
意
義
や
役
割
と
い
う
概
念
で

あ
り
、
愛
、
感
謝
、
調
和
を
あ
ら
わ
す
文
字
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
瑞
生
大
祭
の
教
主
さ
ま
の
ご
挨

拶
の
中
に
も
聖
師
さ
ま
の
蒙
古
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム

へ
の
壮
大
な
ご
神
教
も
世
界
に
愛
と
感
謝
と
調
和

を
も
た
ら
し
、
み
ろ
く
の
世
の
実
現
を
目
指
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

我
々
信
徒
は
、
個
々
の
長
所
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
自
ら
さ
し
そ
え
の
種
と
な
り
若
い
種
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
の
神
集
祭

は
8
日
か
ら
15
日
ま
で
本
宮
山
に
お
い
て
八
百
万

の
神
々
が
集
ま
り
向
こ
う
一
年
の
世
界
の
経
綸
が

決
ま
る
重
要
な
神
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
日

は
奇
し
く
も
終
戦
記
念
日
と
同
じ
日
と
な
り
ま

す
。
個
人
的
な
お
願
い
は
ご
遠
慮
し
て
世
界
が
良

い
方
向
に
む
か
う
よ
う
世
界
の
平
和
と
安
寧
を
共

に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
注
意
が
出
さ
れ
不
安
な
お
盆
休
み
と
な

っ
て
い
ま
す
が
大
難
を
小
難
に
小
難
を
無
難
に
と

御
祈
願
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
「
と
も
し

び
の
消
ゆ
る
世
の
中 

今
な
る
ぞ 

さ
し
そ
え
い
た
す

種
ぞ
恋
し
き
」
本
日
は
ご
参
拝
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』
と
述
べ
た
。
続
い
て
前
本

苑
長
の
伊
藤
忠
茂
氏
に
感
謝
を
込
め
て
花
束
が
贈

呈
さ
れ
、
2
名
の
方
に
教
本
認
定
講
師
補
辞
令
の

授
与
が
あ
り
、
芸
術
部
に
よ
る
冠
沓
句
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
木
の
花
分
所
の
恩
地
宏
氏
に
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
世
界
連
邦
総
会
」
で
活

動
報
告
と
決
算
報
告
・
今
年
度
活
動
方
針
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
場
内
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
。
水
田
良
司
編
集
部
長
に
よ
る
お
知
ら
せ
の

後
、
大
本
本
部
の
堀
孝
三
E
P
A
講
師
の
「
綾
の

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
ミ
ニ
講
話
で
は
「
こ
の
度
の
歌
祭
の
意
義
を
教

主
さ
ま
の
ご
教
示
よ
り
紹
介
。
ま
た
令
和
５
・

６
・
７
年
は
、
重
要
な
年
で
あ
り
「
綾
の
聖
地
エ

ル
サ
レ
ム
歌
祭
」
、
綾
機
神
社
を
迎
え
る
た
め
に

教
主
さ
ま
の
お
っ
し
ゃ
る
「
和
合
」
が
大
切
で
あ

り
、
来
年
は
参
拝
と
と
も
に
献
詠
歌
の
投
稿
、
で

き
れ
ば
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
作
歌
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
講
話
の
後
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で

三
首
の
お
歌
を
拝
唱
し
直
会
に
移
っ
た
。
2
階
で

は
お
茶
席
が
行
わ
れ
、
直
心
会
が
ひ
や
し
あ
め
の

バ
ザ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
歓
ぎ
の
家
で
は
少
年

た
ち
が
夏
休
み
の
自
由
工
作
と
し
て
置
時
計
作
り

と
世
界
連
邦
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
製
作

を
行
っ
た
。
最
後
に
全
員
で
基

本
宣
伝
歌
を
斉
唱
し
、
ご
神
前

で
分
所
支
部
長
会
議
が
行
わ
れ

終
了
後
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
に

移
っ
た
。
（
参
拝
者
1
6
2
人
）

　
残
暑
厳
し
い
8
月
24
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
斎

主
＝
岩
﨑
誠
子
、
祭
員
＝
坂
本
由
子
・
高
枝
悦
美
・

山
口
や
よ
い
、
伶
人
＝
小
野
な
お
み
・
高
田
茂
子
各

氏
に
よ
り
清
々
し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
楠
本
志
津

代
・
石
川
イ
ツ
子
各
氏
は
、
つ
る
か
め
抄
『
教
育

編
』
を
拝
読
。
参
拝
者
は
64
人
。
祭
典
後
は
伊
藤
香

本
苑
長
よ
り
『
本
日
の
祭
典
で
、
大
神
様
に
基
本
宣

伝
歌
を
奏
上
し
ま
し
た
の
は
8
月
15
日
神
集
祭
参
拝

の
折
、
教
主
さ
ま
は
「
聖
師
様
の
お
誕
生
日
で
も
あ

る
本
日
、
神
々
は
世
界
の
成
り
行
き
を
お
決
め
に
な

る
。
聖
師
様
は
お
誕
生
日
に
お
願
い
し
た
良
い
事
は

叶
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
基
本
宣
伝
歌
の
文
言
は
ま

さ
に
今
こ
の
時
期
で
あ
る
。
世
界
の
大
難
を
小
難
に

小
難
を
無
難
に
と
の
願
い
を
叶
え
て
頂
く
為
、
神

事
・
基
本
宣
伝
歌
を
奏
上
し
ま

し
ょ
う
と
述
べ
ら
れ
た
」
こ
の

想
い
を
お
受
け
し
大
神
様
に
お

祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
』
と
話
さ
れ
た
。
水
田
千
寿

連
合
会
会
長
は
瑞
生
大
祭
バ
ザ

ー
・
み
ろ
く
踊
り
の
参
加
ご
協

力
の
お
礼
と
、
長
寿
お
祝
い
の

会
の
お
知
ら
せ
・
青
年
部
発
足

六
十
周
年
記
念
の
食
堂
献
労
の

募
集
等
お
願
い
を
さ
れ
た
。
最

後
に
第
14
期
直
心
会
各
役
員
よ

り
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

直
会
で
は
季
節
の
桃
を
頂
き
最

後
に
「
基
本
宣
伝
歌
」
を
斉

唱
、
散
会
と
な
っ
た
。

8
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行斎主「直心会会員向上祈願祝詞」奏上斎主「直心会会員向上祈願祝詞」奏上

本苑長挨拶本苑長挨拶

「そしじ」「そしじ」

（参拝者代表）（参拝者代表）

玉串捧奠（本部代表）玉串捧奠（本部代表）

（青少年）（青少年）

斎主「月次祭祝詞」奏上斎主「月次祭祝詞」奏上

玄関祓玄関祓

「いずのめしんゆ」拝読「いずのめしんゆ」拝読

伊藤忠茂前本苑長伊藤忠茂前本苑長 教本講師補認定授与教本講師補認定授与

講話する
堀孝三先生
講話する
堀孝三先生

本部からの
お知らせ
本部からの
お知らせ

乙姫様月次祭乙姫様月次祭 月次祭月次祭
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宣
伝
使
昇
新
任
辞
令（
敬
称
略
）

【
正
宣
伝
使
】

【
准
宣
伝
使
】

　

 

湯
田　
義
宗

　

 

湯
田　
洋
子

　

 

日
塔　
修
平

　

 

秋
山　
常
樹

城
東
分
所

城
東
分
所

玉
川
分
所

神
路
分
所

　
第
1
5
2
回
な
に
は
づ
短
歌
会
は
8
月
よ
り

浅
田
弘
子
先
生
か
ら
新
た
に
森
田
幸
子
氏
に
ご

指
導
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
は

添
削
の
み
、
お
願
い
し
ま
し
た
。
詠
草
24
首
。

【
8
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
村
　
直
子

朝
の
気
の
す
で
に
暑
し
と
感
じ
つ
つ

　
糊
付
け
し
た
る
シ
ー
ツ
干
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
　
靖
子

摘
み
た
て
を
ト
マ
ト
に
散
ら
し
し

　
バ
ジ
リ
コ
の
ほ
の
か
に
香
り
朝
餉
と
と
の
ふ

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・　
　

　
短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
１
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
月
末
ま
で
に
本
苑
に
お
送
り
下
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

　
来
る
８
月
28
日(

日
）午
前
９
時
よ
り

毎
年
恒
例
の「
大
阪
本
苑
夏
の
大
掃
除
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
皆
様
ご

参
加
く
だ
さ
い
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
大
阪
本
苑
を
、み
な
さ
ま
の
手
で
隅
々

ま
で
き
れ
い
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

昼
食
は
本
苑
で
準
備
致
し
ま
す
。

令
和
5
年
度
長
寿
の
お
祝
い

成
田
恭
子

谷
本
宏
安

牧
享
一

山
足
陽
子

前
田
茂
夫

橘
美
緒
子

永
井
重
行

久
井
ミ
ツ
子

大
西
幸
子

青
石
宜
子

宇
佐
美
淑
子

宇
佐
美
克
二

新
居
明
恵

田
淵
ヒ
サ
ヱ

辻
本
歌
子

松
原
敬
子

松
本
邦
彦

田
上
実

灰
野
幸
子

菊
田
善
雄

河
原
冨
久
子

吉
富
慶
子

入
江
育
子

近
藤
末
子

寺
谷
功

明
石
崇
代

安
岡
由
子

西
山
勝
美

米 

寿　
（
敬
称
略
）

喜 
寿　
（
敬
称
略
）

三
島

摂
津

摂
津

枚
方

枚
方

枚
方

城
東

鶴
橋

天
満 

天
満 

貝
塚 

貝
塚 

貝
塚 

未
所
属 

未
所
属

未
所
属

摂
津 

堺 三
島 

三
島

三
島

枚
方

枚
方

枚
方

枚
方

枚
方

若
松

若
松

旭城
東

神
路

神
路

鶴
橋

天
満

玉
川

木
の
花

御
津
ノ
浜

御
津
ノ
浜

御
津
ノ
浜

梅
の
宮

梅
の
宮

堺堺貝
塚

貝
塚

花
園

花
園

花
園

松
月

河
内
長
野

曙曙未
所
属

未
所
属

未
所
属

未
所
属

未
所
属

喜 

寿　
（
敬
称
略
）

小
野
な
お
み

平
山
久
美
子

小
野
仁

桑
名
邦
彦

久
井
義
郎

大
石
照
雄

岸
本
み
ち
子

小
野
原
千
代
子

高
枝
悦
美

増
井
正
典

藤
岡
佳
子

中
野
実

中
野
眞
由
美

兼
平
雅
生

兼
平
光
子

成
瀬
喜
代
美

吾
郷
裕
志

伊
藤
和
子

目
良
正
信

楠
本
志
津
代

永
井
康
夫

牛
込
久
美

冨
士
本
格

中
島
晴
康

吉
田
み
づ
ほ

春
木
み
さ
を

前
原
幸
枝

春
木
三
千
子

村
上
賀
津
子

　
8
月
25
日
（
日
）
連
日
猛
暑
が
続
く
中
、
恒

例
の
本
苑
夏
の
大
掃
除
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

43
人
。
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
場
所
を
分
担
し
て
、
苑

内
く
ま
な
く
清
掃
し
、
清
々
し
い
「
神
の
家
」

と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
方
々
の
ご
奉
仕
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
苑
夏
の
大
掃
除
御
礼

　
本
年
も「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
」を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。分
所
支
部
お
よ
び
各
ご
家

庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
ご
祈
願
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。当
日
は
午
後
7

時
か
ら
万
祥
殿
で
祭
典
の
様
子
が
大
本
本
部
よ

り
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
ご
自
宅
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ご
参
拝
も
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。信
徒
の
皆
さ
ま
に
は
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】９
月
11
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時

【
場
所
】本
苑
・
分
所
・
支
部
・
会
合
所
の

　
　
　

ご
神
前
で
信
徒
が
参
集
し
て
実
施

　
　  

（
出
来
な
い
場
合
は
各
家
の
ご
神
前
で
実
施
）

【
内
容
】「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祝
詞
」　　

　

 　
　
　
　
奏
上
後「
神
言
」奏
上

※
祈
願
祝
詞
を
奏
上
し
な
い
場
合
は「
神
言
」を
３
回
奏
上
。

※
分
所
支
部
で
参
加
者
集
計
後
９
月
14
日
（
土
）

　
17
時
ま
で
に
本
苑
に
ご
報
告
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、大
本
誌
8
月
号
9
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
本
苑
青
松
会

●
第
22
回
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
ご
案
内

　
大
本
歌
祭
は
、
令
和
6
年
8
月
6
日
午
後
６
時

か
ら
万
祥
殿
能
舞
台
に
て
開
催
さ
れ
た
。全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
献
詠
歌
は
9
2
1
首
、
拔
歌
は

3
8
9
首
。そ
の
う
ち
、
大
阪
本
苑
の
信
徒
の
皆

さ
ま
か
ら
36
人
の
出
詠
が
あ
り
、

◯
松
風
集
20
首　
　
　
◯
梅
香
集
13
首

◯
花
明
山
集
2
首　
　
◯
四
光
明
1
首

の
入
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

第
75
回
大
本
歌
祭
開
催

夏
休
み
自
由
工
作
報
告

　

8
月
11
日
大
阪
本
苑
8

月
の
月
次
祭
祭
典
後
、夏
休

み
自
由
工
作
を
し
ま
し
た
。

木
製
の
フ
レ
ー
ム
時
計
に

色
え
ん
ぴ
つ
で
絵
を
描
き
、

昆
虫
や
恐
竜
、ア
ニ
メ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
等
、皆
集
中
し

て
描
き
、個
性
豊
か
で
素
敵

な
時
計
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。
少
年
7
人
、
青
年
2

人
、み
ど
り
会
3
人
、計
12

人
の
参
加
で
し
た
。

【
花
明
山
集
】　
　
　
　
矢
野
　
登
茂
子
氏

車
椅
子
の
吾
も
踏
み
た
し
綾
機
平
参
拝

叶
ふ
を
祈
り
て
待
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
陞
氏

被
災
せ
し
ふ
る
里
能
登
の
復
旧
を
朝
夕

べ
に
御
神
前
に
祈
る
　
　

【
四
光
明
・
軸
】　
　
　
増
井 

さ
え
子
氏

H
ava

s Jap
an

i' aŭ
g

u
ste la d

u
 rito

jn
 

ku
n

 cerem
o

n
i' ko

n
so

li la b
o

m
b

ito
jn

 
N

e.o
kazu

 p
lu

 m
ilit'! 

（
訳=

八
月
に
二
つ
の
原
爆
忌
さ
ら
に
増
ゆ
る
を
誰
も
望
ま
ず
）

　

大
阪
本
苑
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
を
、8
月
11

日（
日
）の
月
次
祭
終
了
後
1５
時
か
ら
12
日

（
月
・
祝
）15
時
ま
で
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

入
門
を
加
賀
見
明
男
先
生
、初
級（
1
）を
本
部

講
師 
堀　

孝
三
先
生
、初
級（
2
）を
乾　

光

孝
先
生
の
3
ク
ラ
ス
で
実
施
。受
講
者
は
入
門

9
人
、初
級（
１
）（
２
）と
も
11
人
で
計
31
人
。

講
師
・ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、全
部
で
36
人
の
参
加

者
で
し
た
。今
回
は
、会
話
中
心
の
講
習
を
目

指
し
た
結
果
、各
ク
ラ
ス
か
ら
笑
い
声
が
聞
こ

え
、楽
し
い
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、１
日

目
の
夕
食
は
海
鮮
B
B
Q
で
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
集
中

し
て
学
べ
た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
」「
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
喜

び
を
経
験
で
き
た
」「
こ
れ
を
機
会
に
挫
折
し
な

い
よ
う
に
続
け
て
い
き
た
い
」な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、講
師
の
先
生
方
か
ら
も
、

「
本
苑
あ
げ
て
の
取
り
組
み
は
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
。今
後
も
、来
年
の『
綾
の
聖
地
エ
ル
サ

レ
ム
大
本
歌
祭
』に
向
け
て
、続
け
て
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
学
習
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
感
想
や
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。来

年
も
、合
宿
形
式
そ

の
他
の
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
勉
強
会
を
計
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。そ

の
時
に
は
、ぜ
ひ
多
く

の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
合
宿

の
開
催
に
当
た
り
食

事
の
用
意
や
教
材
の

準
備
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で

協
力
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
、心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。K
o
r
a
n  

d
a
n
k
o
n
!

宣
教
部
・
青
年
部
・

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
部

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
開
催



令和6年9月8日(3) 大阪本苑だより

　
本
年
も「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
」を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。分
所
支
部
お
よ
び
各
ご
家

庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
ご
祈
願
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。当
日
は
午
後
7

時
か
ら
万
祥
殿
で
祭
典
の
様
子
が
大
本
本
部
よ

り
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
ご
自
宅
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ご
参
拝
も
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。信
徒
の
皆
さ
ま
に
は
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】９
月
11
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時

【
場
所
】本
苑
・
分
所
・
支
部
・
会
合
所
の

　
　
　

ご
神
前
で
信
徒
が
参
集
し
て
実
施

　
　  

（
出
来
な
い
場
合
は
各
家
の
ご
神
前
で
実
施
）

【
内
容
】「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祝
詞
」　　

　

 　
　
　
　
奏
上
後「
神
言
」奏
上

※
祈
願
祝
詞
を
奏
上
し
な
い
場
合
は「
神
言
」を
３
回
奏
上
。

※
分
所
支
部
で
参
加
者
集
計
後
９
月
14
日
（
土
）

　
17
時
ま
で
に
本
苑
に
ご
報
告
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、大
本
誌
8
月
号
9
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
本
苑
青
松
会

　
第
75
回
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
の
ご
案
内
が

届
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
奮
っ
て
ご
応

募
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す

冠
句
題
…
あ
る
が
ま
ま
・
憧
れ
の
・
今
日
を
機
に

沓
句
題
…
大
和
合

【
大
阪
本
苑
締
切
】
…
9
月
25
日
（
水
）

【
入
花
料
】
…
5
0
0
円

【
発　
表
】
…
開
祖
大
祭
11
月
3
日
（
日
）

送
り
先
…
応
募
者
が
10
名
に
な
り
ま
し
た
ら
、

な
に
は
づ
支
社
と
し
て
応
募
い
た
し
ま
す
。

F
A
X
等
に
て
大
阪
本
苑
迄
お
送
り
下
さ
い
。

●
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
の
ご
案
内

●
本
苑
祭
式
講
習
会
・

　
葬
祭
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会
を
次
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
。

○
祭
式
講
習
会 

【
日
時
】9
月
21
日（
土
） 

午
前
9
時
〜

        

9
月
22
日（
日
）     

【
講
師
】綾
部
祭
祀
課　
小
籔
資
史
先
生

【
参
加
費
】無
料（
但
し
昼
食
各
自
負
担
）

【
持
物
】動
き
易
い
服
装
、テ
キ
ス
ト「
大
本
祭
式
」

　
　
　
教
本（
5
0
0
円
に
て
配
布
）

○
葬
祭
研
修
会

【
日
時
】9
月
22
日（
日
）
午
前
9
時
〜
16
時

　
　
　
葬
祭
式
次
第（
司
会
用
）を
も
と
に

　
　
　
招
魂
式
・
発
葬
式
を
研
修
し
ま
す
。

※
各
分
所
支
部
か
ら
必
ず
一
人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
９
月
23
日（
月
）10
時
よ
り
、三
代
教
主
様
の

34
年
目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
頂
き
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
三
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　
育
成
部
で
は
秋
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、大
阪

本
苑
秋
季
大
祭
祭
典
後
「
餃
子
作
り
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。青
少
年
の
皆
さ
ん
、お
手
伝
い
で
き
る

方
、奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
日
】10
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　
大
阪
本
苑
秋
季
大
祭
祭
典
後

【
開
催
場
所
】大
阪
本
苑

【
参
加
費
】  

少
年
、青
年
、保
護
者
無
料

●
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
案
内

　
大
阪
本
苑
11
月
月
次
祭
と
並
行
し
、七
五
三
詣

り
を
執
り
行
い
ま
す
。お
子
様
の
す
こ
や
か
な
成

長
を
大
神
さ
ま
に
ご
祈
願
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。お

子
さ
ま
・
お
孫
さ
ま
に
対
象
の
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、是
非
お
申
込
み
下
さ
い
。 

【
日
時
】11
月
10
日（
日
）午
前
10
時

　
　
大
阪
本
苑
11
月
月
次
祭
時

●
11
月
月
次
祭
七
五
三
詣
り
の
ご
案
内

　
　
10
月
4
日
（
金
）・
5
日
（
土
）
午
前
9
時

よ
り
大
阪
本
苑
の「
障
子
、
網
戸
の
張
替
え
」を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。皆
様
の
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

昼
食
は
本
苑
で
準
備
い
た
し
ま
す

【
日
時
】10
月
4
日（
金
）・
5
日（
土
）午
前
9
時

【
場
所
】大
阪
本
苑

【
申
込
】大
阪
本
苑 

管
理
部
ま
で

●
本
苑「
障
子
、網
戸
の
張
替
え
」の
ご
案
内

　
死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
諸
宗
教
に
よ
る

祈
り
の
集
い
2
0
2
4
in
大
本
大
阪
本
苑
を
開

催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。宗
教

を
持
つ
方
も
、 

持
た
な
い
方
も
、 

是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
、 

死
刑
に
つ
い
て
静
か
に
考
え
る
ひ
と
と

き
を
、 

ご
一
緒
に
過
こ
し
ま
せ
ん
か
。「
八
雲
琴
演

奏
・
仕
舞
奉
納
」も
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
奮
っ
て
ご

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す

【
開
催
日
】10
月
10
日（
木
）午
後
6
時
〜
午
後
8
時

【
開
催
場
所
】大
阪
本
苑　
【
参
加
費
】　
無
料

●
死
刑
執
行
停
止
を
求
め
る
諸
宗
教

　
に
よ
る
祈
り
の
集
い
の
ご
案
内

●
第
57
回
霊
界
物
語

　
全
国
一
斉
物
語
拝
読
案
内

　
聖
師
様
が
大
正
10
年
10
月
18
日
に
霊
界
物
語

を
口
述
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
左
記
の
通
り

全
国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

○
日
時
：
10
月
18
日（
金
）午
後
7
時
30
分
よ
り

○
大
阪
本
苑
信
徒
の
拝
読
箇
所
は
、

　
霊
界
物
語
36
巻
〜
42
巻
で
す

　
例
年
通
り
、
各
分
所
支
部
の
割
り
当
て
に
応

じ
て
拝
読
願
い
ま
す
。分
所
支
部
に
所
属
さ
れ

て
い
な
い
信
徒
の
皆
様
は
、
拝
読
さ
れ
た
箇
所

を
本
苑
ま
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
本
苑
青
年
部

詳
し
く
は
大
本
誌
9
月
号
5
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、香
良
洲
神
社
・
大
本
友
好
祈
念
碑

除
幕
式
に
大
阪
本
苑
か
ら
大
型
観
光
バ
ス
を
用

意
し
皆
様
と
共
に
参
拝
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
申
込
者
が
30
人
以
上
に
な
り
団
体
バ
ス
を

運
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。少
し
空
席
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

【
日
時
】10
月
18
日（
金
）午
前
7
時
出
発

【
集
合
】大
阪
本
苑

【
帰
苑
】午
後
6
時
頃
予
定

【
参
加
費
】1
人　
往
復　
5
千
円

　
　
　
（
昼
食
弁
当
は
千
円
で
用
意
で
き
ま
す
）

【
申
込
】本
苑
事
務
所
ま
で（
先
着
50
人
）

●
香
良
洲
神
社
・
大
本
友
好
祈
念
碑
除
幕
式

　
団
体
バ
ス
乗
車
申
込
の
ご
案
内

今
月
は
、「
自
然
の
恵
み
“
天
地
の
ご
恩
”
に
報

い
る
た
め
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
」
で
す

【
研
鑽
】
火
・
水
・
土
・
空
気
の
ご
恩
に
感
謝

　
し
大
切
に
す
る
生
活
を
心
掛
け
よ
う

【
啓
発
】率
先
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
参
加
し
よ
う
。

　

水
質
・
土
壌
汚
染
に
気
を
付
け
よ
う

今
月
の「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」

　
聖
師
さ
ま
は
、「
人
類
は
本
来
兄
弟
同
胞
で
あ
り
、 一

心
同
体
で
あ
る
」
と
提
唱
さ
れ
、
大
正
14
年
に
人
類
愛

善
会
創
立
を
さ
れ
ま
し
た
。二
代
さ
ま
は
、
昭
和
24
年

の
人
類
愛
善
会
再
発
会
式
に
て
、 「
わ
た
し
の
念
願
は

国
だ
の
宗
教
だ
の
と
い
う
垣
根
を
と
っ
て
、 

世
界
中
が

み
ん
な
親
子
兄
弟
に
な
っ
て
仲
良
く
暮
ら
す
世
の
中
を

つ
く
る
こ
と
、 

今
は
世
界
の
大
峠
に
た
っ
て
い
る
」と
お

示
し
さ
れ
ま
し
た
。今
日
も
続
く
混
迷
の
時
代
に
「

A
I
Z
E
N
1
0
0
」の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
類
愛
善
会「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」の
実
践

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　
句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部
・
氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。　
　
　
　
　
芸
術
部

【
8
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句
　
大
騒
ぎ・高
す
ぎ
る・役
に
立
つ

沓
句
　
整
え
る
　
　 

　
　
集
句
　
22
句

天 

位
　
　
三
島
分
所
　
足
立
正
文

役
に
立
つ
人
で
あ
り
た
い
宣
伝
使

 

◆ 

9
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句　
神
さ
ま
は
・
ひ
と
ま
ず
は
・
せ
ま
す
ぎ
る

沓
句　
野
菜
か
な

【
開
催
予
定
日
】

9
月
21
日
・
9
月
28
日

10
月
5
日
・
10
月
19
日
・
10
月
26
日

（
開
催
は
申
込
制
で
す
）

【
申
　
込
】申
込
用
紙
に
記
入
又
は
、電
話
、F
A
X

【
申
込
先
】大
阪
本
苑

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内

松
山
だ
よ
り

松
山
ご
奉
仕
は
左
記
の
予
定
で
す

●
松
山
整
備　
9
月
21
日（
土
）

　
10
月
5
日（
土
）・
19
日（
土
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
採
取
　
10
月
10
日（
木
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
選
別　
10
月
11
日（
金
）午
前
10
時

　
皆
様
の
ご
参
加
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）



令和6年9月8日(4) 大阪本苑だより

●9月～10月 (一部)  行事予定

1
日

2
日

3
日

6
日

7
日

8
日

9
日

10
日

11
日

12
日

13
日

15
日

16
日

17
日

18
日

20
日

22
日

24
日

25
日

31
日

謡
「
大
本
心
謡
会
」
【
中
止
】

運
営
委
員
会

常
設
講
座

松
山
献
労
【
中
止
】

エ
ス
語
講
習
会
【
中
止
】

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭
（
4
人
）

松
山
採
取
（
5
人
）

松
選
別
（
5
人
）

短
歌
会
【
中
止
】

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備
・
勉
強
会

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭
（
1
6
2
人
）

分
所
支
部
長
会
議
・
世
界
連
邦
総
会

文
化
教
室
【
中
止
】

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
（
36
人
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
（
36
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大
阪
本
苑
書
道
部
（
11
人
）

謡
「
大
本
心
謡
会
」
【
中
止
】

エ
ス
語
同
好
会
【
中
止
】

宣
教
部
会
【
リ
モ
ー
ト
】

常
設
講
座
（
1
人
）

松
山
献
労
【
中
止
】

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会
【
中
止
】

霊
界
物
語
拝
読
会
【
中
止
】

浄
書
【
中
止
】

謡
「
大
本
心
謡
会
」
【
中
止
】

常
設
講
座
（
1
人
）

乙
姫
様
月
次
祭
（
64
人
）

参
事
会

本
苑
大
掃
除
（
43
人
）

松
山
献
労
【
中
止
】

【
　
作
　
】　
五
代
教
主
さ
ま

【
作
　
品
】和
合
の
梅松ヶ枝文

金重陶陽 造　松野奏風 絵

帰
幽
報
告 

（
令
和
6
年
8
月
）

　
　
　
　
　
増
田　
カ
ズ
子　

 

毘
女　
（
花
園
分
所
）

　
　
　
　
　
　
8
月
2
日 

帰
幽　
享
年　
78
歳

　
　
　
　
　
森
脇　
牧
雄　

 　
毘
古　
（
枚
方
分
所
）

　
　
　
　
　
　
8
月
21
日 

帰
幽　
享
年　
90
歳

　
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

神
饌
物
献
納
御
礼

　

8
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
○ 

岡　
尾 　
由　
貴 

様　
（
玉　
川
）

本 

苑 

日 

誌（
8
月
）

ふくべ花入
金重有邦

本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

大
本
花
明
山
展
に
入
選

　

瑞
生
大
祭
時
に
開
催
さ
れ
た「
大
本
花
明
山
展
」

書
道
の
部
に
左
記
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
奨
励
賞　
坂
本 

坂
本 

由
子 

様 

（
枚
方
分
所
）

○
天
声
社
賞　
神
崎 

真
理
子 

様 

（
玉
川
分
所
）

本苑月次祭・秋季慰霊大祭
なにはづ芸術文化祭・長寿のお祝い
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
全国一斉世界平和祈願
分所支部月次祭
エス語講習会（初級文法）
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
エス語同好会
宣教部会【リモート
常設講座「人は何のために生きているの」
松山献労
祭式講習会
祭式講習会・葬祭研修会
三代様毎年祭遥拝祭
お　茶
霊界物語拝読会
浄書
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
常設講座「神と人との関係」
乙姫様月次祭
参事会

エス語講習会（初級会話）
運営委員会
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
本苑「障子、網戸張替え」
本苑「障子、網戸張替え」
常設講座「神と人との関係」
松山献労
松山採取
死刑執行停止を求める諸宗教による祈りの集い
松選別
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備・勉強会
祭典リハーサル
本苑秋季大祭
（準備・掃除）神路・梅の宮・河内長野
（お茶席）青松会・青年部
秋のレクリエーション
AIZEN講座【モンゴルの思い出と世界連邦】
分所支部長会議

AM

AM
PM
PM

PM
PM
PM
PM

AM
AM
AM
AM
AM
PM
PM
AM

AM
PM

PM
PM
PM
AM
AM

AM
AM
PM
AM
PM

PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
7:00

1:00
2:30
1:00
7:00

9:00
9:00
9:00
10:00
10:00
10:30
1:00
2:30

1:00
7:00

1:00
7:00
2:30
9:00
9:00

9:00
9:00
6:00
10:00
1:00

3:00
7:00
10:00

9月8日(日)

10日(火)

11日(水)
15日(日)
17日(火)
19日(木)
20日(金)

21日(土)

22日(日)
23日(月)
25日(水)
26日(木)

28日(土)

10月1日(火)

3日(木)
4日(金)
5日(土)

10日(木)

11日(金)
12日(土)

13日(日)

新
入
信
徒
ご
紹
介

(

敬
称
略)

服
部　
寛
光

84
歳
【
堺
分
所
】

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

●
み
手
代
お
取
次

○
9
月
月
次
祭
・
慰
霊
祭　
吉
岡　

 

宏
起　
宣
伝
使

○
10
月
月
秋
季
大
祭　
吉
岡　

 

陽
子　
宣
伝
使

○
11
月
月
次
祭　
　
　
塩
谷　

 

幸
人　
宣
伝
使

○
12
月
月
次
祭　
　
　
小
坂　

 

邦
雄　
宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。


